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﻿﻿

巻
頭
の
辞

　

令
和
三
年
三
月
三
一
日
、
三
成
賢
次
先
生
と
坂
元
一
哉
先
生
が
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
両
先
生
の
業

績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
お
二
人
に
対
す
る
私
た
ち
の
感
謝
と
惜
別
の
思
い
を
込
め
て
、
こ
こ
に
「
阪
大
法
学
」
特
集
号
を
刊
行
し
、

両
先
生
に
捧
げ
ま
す
。

　

三
成
先
生
は
、
昭
和
五
五
年
三
月
に
大
阪
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
同
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
課
程
公
法
学
専
攻
に

進
学
、
昭
和
六
〇
年
三
月
に
同
後
期
課
程
公
法
学
専
攻
を
単
位
取
得
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
同
年
四
月
に
大
阪
大
学
法
学
部
助
手
に
採
用

さ
れ
、
そ
の
後
昭
和
六
二
年
に
同
助
教
授
、
平
成
九
年
に
同
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
の
ち
、
平
成
一
一
年
四
月
の
大
学
院
重
点
化
に
伴
い
、

大
学
院
法
学
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
面
で
は
、
三
成
先
生
は
、
専
門
と
す
る
ド
イ
ツ
法
史
の
分
野
か
ら
、
そ
の
学
識
・
経
験
を
通
し
て
有
為
の
人
材
育
成
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
。
特
に
研
究
者
の
養
成
に
努
め
ら
れ
、
数
多
く
の
学
生
を
、
研
究
者
と
し
て
高
等
教
育
機
関
に
送
り
出
し
ま
し
た
。
ま
た
こ

う
し
た
教
育
経
験
を
ふ
ま
え
て
、
数
多
く
の
教
科
書
や
、
海
外
の
定
評
あ
る
研
究
書
の
翻
訳
を
世
に
送
り
出
し
、
大
阪
大
学
の
み
な
ら

ず
、
広
く
全
国
の
学
生
の
勉
学
に
供
し
ま
し
た
。
研
究
面
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
地
方
自
治
と
い
う
観
点
か
ら
近
代
法
な
ら
び
に
近
代

市
民
社
会
の
解
明
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
近
代
ド
イ
ツ
（
プ
ロ
イ
セ
ン
）
の
自
治
制
度
に
つ
い
て
、
特
に
西
部
の
ラ
イ
ン
地
域
を
対
象

に
、
名
誉
職
制
度
に
支
え
ら
れ
た
名
望
家
自
治
と
そ
れ
に
対
す
る
国
家
監
督
と
い
う
二
側
面
に
着
目
し
、
そ
の
実
態
と
変
遷
を
考
究
さ

れ
、
平
成
一
一
年
、
一
連
の
ご
研
究
を
纏
め
ら
れ
た
『
法
・
地
域
・
都
市
─
─
近
代
ド
イ
ツ
地
方
自
治
の
歴
史
的
展
開
─
─
』（
敬
文

堂
、
平
成
九
年
）
で
博
士
号
を
取
得
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
成
果
は
ド
イ
ツ
の
影
響
を
受
け
た
近
代
日
本
の
地
方
自
治
研
究
に
と
っ
て
も
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示
唆
に
富
む
も
の
で
す
。
ま
た
、
ラ
イ
ン
地
域
の
陪
審
制
研
究
を
足
掛
か
り
に
、
司
法
へ
の
民
衆
参
加
と
い
う
視
点
か
ら
司
法
制
度
研

究
に
も
着
手
さ
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
司
法
制
度
改
革
が
掲
げ
る
新
し
い
法
曹
養
成
に
つ
い
て
精
力
的
な
研
究
を
展

開
さ
れ
、
新
し
い
法
曹
に
求
め
ら
れ
る
リ
テ
ラ
シ
ー
、
法
学
部
か
ら
法
科
大
学
院
に
至
る
ま
で
の
法
学
教
育
の
あ
り
方
と
い
っ
た
テ
ー

マ
に
、
比
較
法
史
的
か
つ
学
際
的
な
手
法
で
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
加
え
て
、
他
の
学
問
分
野
に
比
し
て
立
ち
遅
れ
て
い
た
法
史
学
分

野
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
を
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
も
力
を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
学
行
政
に
お
い
て
は
、
平
成
一
四
～
一
六
年
に
は
評
議
員
と
し
て
、
ま
た
、
引
き
続
く
一
六
～
二
〇
年
ま
で
の
二
期
四
年
間
は
法

学
研
究
科
長
と
し
て
、
大
阪
大
学
の
国
立
大
学
法
人
化
、
大
学
院
高
等
司
法
研
究
科
（
法
科
大
学
院
）
の
設
立
、
大
阪
外
国
語
大
学
と

の
統
合
な
ど
の
推
進
に
お
い
て
多
大
な
役
割
を
果
た
し
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
一
九
～
二
一
年
に
は
大
阪
大
学
総
長
補
佐
、
二
三
～

二
七
年
に
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
・
セ
ン
タ
ー
長
、
二
四
～
二
七
年
に
は
大
阪
大
学
理
事
補
佐
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
二
七
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
本
学
理
事
・
副
学
長
と
し
て
、
大
阪
大
学
の
管
理
運
営
の
重
責
を
果
た
し
て
お
ら
れ

ま
す
。
社
会
貢
献
の
面
に
お
い
て
は
、
各
種
学
会
、
日
本
学
術
会
議
で
の
ご
活
躍
が
顕
著
で
し
た
。
法
制
史
学
会
で
は
、
長
年
理
事
を

務
め
ら
れ
、
ま
た
、
日
本
学
術
会
議
に
お
い
て
は
、
平
成
二
七
年
か
ら
連
携
委
員
、
令
和
元
年
か
ら
連
携
会
員
を
務
め
ら
れ
た
の
ち
、

本
年
か
ら
は
、
会
員
と
し
て
の
重
責
を
担
わ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

坂
元
先
生
は
、
昭
和
五
四
年
三
月
に
京
都
大
学
法
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
昭
和
五
六
年
三
月
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程

を
修
了
、
そ
の
後
、
同
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
在
学
中
に
オ
ハ
イ
オ
大
学
歴
史
学
部
大
学
院
に
留
学
し
、
昭
和
六
二
年
三

月
に
京
都
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
を
研
究
指
導
認
定
退
学
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
六
一
年
四
月
か
ら
日
本
学
術
振
興
会

特
別
研
究
員
を
二
年
務
め
、
昭
和
六
三
年
四
月
、
京
都
大
学
法
学
部
助
手
に
就
任
、
平
成
元
年
四
月
に
は
三
重
大
学
人
文
学
部
講
師
に
、
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翌
年
四
月
に
三
重
大
学
人
文
学
部
助
教
授
と
な
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
六
年
四
月
、
大
阪
大
学
法
学
部
助
教
授
と
な
り
、
平
成
九
年
八
月

に
大
阪
大
学
法
学
部
教
授
に
昇
任
、
平
成
一
一
年
四
月
大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
配
置
換
え
と
な
ら
れ
ま
し
た
。

　

教
育
面
に
お
い
て
は
、
坂
元
先
生
は
、
専
門
と
す
る
国
際
政
治
学
、
外
交
史
の
分
野
か
ら
そ
の
学
識
・
経
験
を
通
し
て
有
為
の
人
材

育
成
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
学
部
に
お
い
て
ゼ
ミ
生
の
育
成
に
力
を
注
が
れ
る
一
方
で
、
大
学
院
生
の
指
導
に
努
め
ら
れ
、
国
際
政
治

や
日
米
関
係
史
を
専
門
と
す
る
専
門
家
を
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
評
価
の
高
い
教
科
書
や
啓
蒙
書
に
よ
り
、
大
阪
大
学
の
み
な
ら
ず

広
く
全
国
の
学
生
の
教
育
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
面
で
は
日
米
同
盟
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
、
坂
元
先
生
は
優
れ
た
業
績
を
数

多
く
残
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
日
本
が
基
地
を
提
供
し
、
ア
メ
リ
カ
が
軍
隊
を
提
供
し
て
日
本
の
安
全
を
守
る
と
い
う
、「
物
（
基
地
）

と
人
（
米
軍
）
と
の
協
力
」
関
係
が
ど
の
よ
う
に
し
て
誕
生
し
、
確
立
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
『
日
米
同
盟
の
絆
─
─
安
保
条
約
と

相
互
性
の
模
索
』（
有
斐
閣
、
平
成
一
二
年
）
は
、
学
会
の
注
目
を
浴
び
、
サ
ン
ト
リ
ー
学
芸
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
後
日
米
同

盟
関
係
の
展
開
に
つ
い
て
、
分
析
・
評
価
を
行
う
作
業
に
取
り
組
み
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
外
務
大
臣
の
委
嘱
に
よ
る

「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」
の
委
員
と
し
て
、
安
保
条
約
改
定
時
の
核
持
ち
込
み
に
関
す
る
「
密
約
」
に

つ
い
て
調
査
し
特
筆
す
べ
き
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
日
米
同
盟
の
問
題
を
中
心
に
多
く
の
評
論
や
エ
ッ
セ
イ
も
執
筆
し
、
そ

の
活
動
が
評
価
さ
れ
、
平
成
二
〇
年
に
第
九
回
正
論
新
風
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
こ
れ
ら
を
ま
と
め
た
『
日
米
同
盟
の
難
問

─
─
「
還
暦
」
を
む
か
え
た
安
保
条
約
』（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
、
平
成
二
四
年
）
を
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
日
中
間
の
歴
史
認
識
問

題
に
も
取
り
組
ま
れ
、
日
中
両
政
府
の
合
意
に
よ
り
立
ち
上
げ
ら
れ
た
「
日
中
歴
史
共
同
研
究
」
に
参
加
、
近
現
代
史
担
当
の
委
員
と

し
て
調
査
研
究
に
当
た
ら
れ
成
果
を
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
学
行
政
面
で
は
、
大
阪
大
学
法
学
会
の
会
長
を
務
め
た
ほ
か
、
総
合
学
術
博
物
館
運
営
委
員
会
委
員
や
入
試
委
員
会
委
員
、
教
育

課
程
委
員
会
委
員
を
歴
任
し
、
そ
の
責
任
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
貢
献
の
面
に
お
い
て
は
、
多
く
の
政
府
懇
談
会
の
委
員
な
ど
を
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務
め
ら
れ
ま
し
た
、
外
務
省
「
外
交
政
策
評
価
パ
ネ
ル
」、
同
「
国
連
改
革
に
関
す
る
有
識
者
懇
談
会
」、
内
閣
官
房
「
海
外
経
済
協
力

に
関
す
る
検
討
会
」、
外
務
省
「
日
中
歴
史
共
同
研
究
」、
同
「
い
わ
ゆ
る
『
密
約
』
問
題
に
関
す
る
有
識
者
委
員
会
」、
内
閣
官
房

「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構
築
に
関
す
る
懇
談
会
」、
同
「
安
全
保
障
と
防
衛
力
に
関
す
る
懇
談
会
」
の
委
員
を
つ
と
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
文
部
省
「
学
位
授
与
機
構
・
社
会
科
学
専
門
委
員
会
」、「
日
本
学
術
振
興
会
・
学
術
シ
ス
テ
ム
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
委
員

を
つ
と
め
ら
れ
ま
し
た
、
さ
ら
に
学
会
関
連
で
は
日
本
国
際
政
治
学
会
の
評
議
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
三
成
先
生
な
ら
び
に
坂
元
先
生
は
、
長
年
に
わ
た
り
大
阪
大
学
に
お
い
て
教
育
・
研
究
・
学
内
行
政
、
さ
ら
に
は
社

会
貢
献
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
両
先
生
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
深
い
敬
意
と
感
謝
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で

と
同
様
私
た
ち
に
対
し
て
ご
指
導
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
、
巻
頭
の
言
葉
と
し
ま
す
。

令
和
三
年
十
一
月

大
阪
大
学
法
学
会
評
議
員
長

大
阪
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
長　
　

瀧

口
　

剛
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